
(2) I昭和 17.4 から H百和 21 ・ 3 まで

食料品に対する特定巡:Q制度が昭和 17 ・ 3 かきr り廃止された

ので，昭和 17 . 4 改めて ， 公定伽絡の維持を目的とする国1底的見

地から，活魚 ・ 鮮魚・貝努{に対し五I!送距離 250km 以内のもの

で，かつ鉄道局長が承認したものについて滋本巡貨に対し 7 割

のi!Il滅を行 っ た。また乳に対しては主I!送距離 250km 以内のも

のについて ， 基本運賃に対し 7 \出U 5 分の逓減を行った。ついて九

昭和 19 ・ 10 か ら生野菜(甘しょ ， 馬鈴しょを除く)に対し，活

鮮:1(\貝類と同級のi範聞により基本主IH'iに対し 7 出l の逓減を行っ

た。

(3) 11日和 21.4 から昭和 25 ・ 5 まで

太平洋戦争終結とともに運賃制引制度も逐次戦前の姿に復元

しつぎのように改められた。

ア 国鉄と述絡運輸の取扱をする運輸織関が使用する運輸憾

表で，その巡輸駿関を荷受人とするものに対し越本運賃の 5 制

を逓減することとした。

イ 乳，生果物，活鮮魚介えび類， 生野菜および同返送空容

器tで，鉄道局長の承認したものに対し基本巡貨の 7 制を逓滅し

た。

(4) 11百和 25 . 6 以降

昭和1 25 ・ 6 ・ 1 以降小荷物の運賃制引についても，営業政策的

な聞に社会政策的な函を加味し，余剰輸送力の活用により，割

引の結来国民生活ーに寄与するものに対し， 基本巡IIから一定率

のi出版|を行うことになった。

現行の小荷物運賃割引制度の内容は， つぎの とおり である。

1 制引の対象品目

(1) 生乳，生果物，生野菜， 生鮮魚介類，イ ー スト。

(2) 前号のほか生活必需品または急送を製するもの。

2 巡送区間および巡送列車

発活駅および運送列車を限定することができるもの。

3 割引率 3 割以内を原則とする。

4 究任出荷個数

1 箇月 200 個以上(生乳にあっては 1 箇月 25 個以上)の責任

出荷倒数を条件とし，立任出荷個数に達しない場合は，一般小

荷物運賃に切換え差傾巡貨を納付するものであること。

5 制引の方法

荷送人からの申請にもとづき営業局長または支社長が承認を

行い， 鉄道管理局長が迎送に関する契約告を交換する。(金問政

吉)

こにもつひきわたししょうめいしょ 小荷物引渡証明書

小荷物の術送人から商取引の関係その他の]lJ!由で， 着駅にお

ける小荷物の引波しの事実について証明野の交付方諮求があっ

た場合に，これに応じっきrにより |一一一一一一一一一一一一
| し迷荷の昭

発行する証明白をいう。 I たを物小和
I I昭こしは荷何

1 詩求する駅は発駅または活 | 和とた ‘ 物年 ι
駅に限定している。 I を通昭切何 j長
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2 請求できる期間は調査の関| 明業何第何百

| 月す者年何日時
係もあって，小荷物託送の際また | る何何号 罫

は託送後 3 箇月以内にかぎること | 日 ・禁日向 E 崩
としている。 I !訳 )日旬発自

| 何何何
3 訪求があった場合は，引渡 | ロ 某駅キ何

証明料を収受い着駅駅長におい | ニ 君主冷
て， つぎの様式の小荷物引渡夜明 | 陥| 、 いラ送

! 日U 引てムり
書を発行し，計i求者に交付する。 I き(の出

| 渡配小し
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3 到着通知不能小荷物の掲示

荷受人の転居 ・ 荷札の誤記または記1肢の不師Ii絡荷主のrl任と

なるべき事由により ， あるいは天災事変その他不可抗力により

到着通知lを発信することができない場合は， 上旬の形式の燭示

板により，訳内の見やすい1場所に小荷物到着の旨を掲示し， 到

着通知にかえることにしている。この掲示期間は，術受人に周

知される時聞を考慮して 7 日間とな っ ている。(金問政省)

こにもつのうんちんわりぴき 小荷物の運賃割引 小荷物

運送に当って営業政策的見地， または社会政策的見地から巡貨

の低減を行う場合には，基本主I!貨とは別に特別巡貨を設定する

L特定運賃1 の方法と，基本運賃から一定の率の制引を1'Tう L運

賃剖51l 方法とがある。小荷物の迎i互割引というのは通常巡賃

割引制度による小荷物運賃の低減をいうが，特定巡貨と|凶述す

るのであわせてその沿革をみればつぎのとおり である。

1 特定運賃制度

大正 2 ・ 2 都市生活者に対し，新鮮な食料品をできるだけ低僚

に供給するための社会政策的な目的で，迎送~I'!雌 50 マイル以内

の牛乳， 鮮魚，貝類，鮮肉， ~野菜， 果物および卵に対し，基本

運賃より低廉な小荷物扱食料品巡:Qを特設し， さらにその盗容

総は無賃で返送の取扱をした。

その後I時代の変遜に伴なって数次の五m改正が行われ，昭和

17 ・ 3 ま でつづいたが，戦時のf，lj物輸送統制が開始されるにおよ

びこの制度は廃止された。

2 運賃割引制度

運賃割引制度の治革は，時代の変造に伴なってつまの 4 つに

大別できる。

(1) IIß和 2 ・ 9 から昭和 17 ・ 3 ま で

ア 国鉄と連絡述輸の取扱をする巡輸綴闘が使用する巡輸帳

表類で， その逆輸相量闘を荷受人とするものに対し昭和 2 ・ 9 から

昭和 17 ・ 3 まで基本運賃の 5 剖を逓滅した。

イ 放鳩訓練のため迎送する伝治鳩(でんしょばと)および通

信のため運送する新聞社または通信社の伝山鳩に対し，昭和

7 ・7一昭和 17 ・ 3 まで基本迎貨の 5 \!HIを逓滅した。

ウ 図書館と市町村役場 ・ 学校 ・ 背年間(処女会を含む)等

との聞に往復する巡図書庫に対し，昭和 8 ・ 9 から昭和 17 ・ 3 ま

で基本運賃の 5 剖を逓滅した。

エ このほか陸海箪関係公用小荷物については昭和15 ・ 4 から

昭和 20 ・ 8 太平洋戦争が終結するまで基本運賃に対し 5 制の逓

滅を行った。 奥羽本線東能代駅から 日本海治岸を走っ五能線
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